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吉田 敏郎 議員 

 

「たのむぜよ 施策執⾏ 完遂を」 

〜予算特別委員会で可決した当初予算、不⽤額を少なくし執⾏を〜 

 

令和７年度の決算の実績において、一般会計の不用額は５億 1,534 万３千

円で、前年度と比較すると、3,147 万８千円で（6.5％）増加しており、予算

現額に対する比率は 5.6％となっている。 

児童手当の対象拡大、生活保護、医療費の援助など、福祉や医療に必要な

費用である扶助費が増加しているが、扶助費を減らす対策を更に強化するこ

とは重要である。 

また、多額の不用額が発生しないよう適切な予算編成をすることが行政と

しての努めである。３月定例会議の予算特別委員会で質疑し、特別委員会と

して賛成し可決している。 

もとより、認められた予算は、年度内において完遂するのが肝要である。

施策推進に努め、不用額を減らし、町民の皆様方の更なる福祉の向上に邁進

することが重要である。 


